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十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
探
険
隊

イ
リ
ー
ナ
・
Ｆ
・
ポ
ポ
ワ

　

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
は
英
語
で
行
わ
れ
た
。
本
稿
は
、
そ
の

原
稿
を
邦
訳
し
た
も
の
。
原
文
のC

entral A
sia

を
﹁
中
央
ア
ジ

ア
﹂、M

iddle A
sia

を
﹁
中
部
ア
ジ
ア
﹂
と
訳
し
た
。﹁
中
部
ア

ジ
ア
﹂
は
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
五
カ
国
が
位

置
す
る
地
域
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
大
な
中
央
ア
ジ
ア
の
地
域
に
は
、
多
く
の
遊
牧
民
や
定
住

民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
異
な
っ
た
言
語
を
話
し
、
仏

教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
東
方
キ
リ
ス
ト
教
を
融
合
さ
せ
た
文
化
的

特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
で
は
、
十
九
世
紀
初
期
か
ら
、

こ
の
地
域
が
体
系
的
な
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

中
央
ア
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
人

　

ロ
シ
ア
人
が
カ
ラ
コ
ル
ム
に
い
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
証
拠

資
料
は
、
十
三
世
紀
ま
で
遡
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
モ
ン
ゴ
ル
を

経
由
し
て
中
国
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ロ
シ
ア
人
捕
虜
た
ち
が
、

元
王
朝
︵
一
二
七
一
－
一
三
六
八
年
︶
の
宮
廷
で
ロ
シ
ア
人
守
備
連

隊
に
従
軍
し
て
い
ま
し
た
。
十
六
世
紀
に
は
、
ロ
シ
ア
の
イ
ワ

ン
雷
帝
が
一
五
六
七
年
に
コ
サ
ッ
ク
の
首
領
︵
ア
タ
マ
ン
︶
だ
っ
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た
イ
ワ
ン
・
ペ
ト
ロ
フ
と
ブ
ル
ナ
シ
ュ
・
ヤ
ミ
シ
ェ
フ
を
中
国

に
派
遣
し
、
彼
ら
を
通
じ
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
関
す
る
情
報
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
。
十
七
世
紀
初
期
、
ワ
シ
リ
ー
・
チ
ュ
メ
ネ

ツ
︵
一
六
一
五
年
︶、イ
ワ
ン
・
ペ
ト
リ
ン
︵
一
六
一
八
年
︶、ヒ
ョ
ー

ド
ル
・
バ
イ
コ
フ
︵
一
六
五
四
年
︶
ら
の
率
い
る
外
交
使
節
団
が
、

西
モ
ン
ゴ
ル
を
経
由
し
て
中
国
へ
行
き
ま
し
た
。
一
七
一
三
年

に
は
、
ト
ボ
リ
ス
ク
の
商
人
Ｆ
・
ト
ル
シ
ュ
ニ
コ
フ
が
、
コ
コ

ノ
ー
ル
湖
︹
中
国
の
青
海
︺
と
黄
河
の
上
流
域
に
到
達
。
十
八
世

紀
に
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｓ
・
イ
ェ
フ
レ
モ
フ
︵
一
七
五
〇
－
一

八
一
一
年
？
︶
が
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
訪
れ
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
中

部
ア
ジ
ア
の
回
想
録
を
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
と
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
町
の

住
民
と
商
業
に
関
す
る
情
報
と
と
も
に
記
し
て
い
ま
す
。

十
九
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
：
先
駆
者
た
ち

中
国
学
者
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン

　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
中
央
・
中
部
ア
ジ
ア
の
学
術
研
究
は
、
傑

出
し
た
中
国
学
者
ニ
キ
ー
タ
・
Ｙ
・
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
︵
一
七
七
七

－
一
八
五
三
年
、
ヤ
キ
ン
フ
神
父
と
も
︶
が
そ
の
道
を
開
き
ま
し
た
。

中
国
滞
在
中
に
豊
富
な
資
料
を
収
集
し
た
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
は
、

中
国
本
土
に
つ
い
て
紹
介
す
る
前
に
、
ま
ず
中
国
と
国
境
を
接

す
る
諸
地
域
の
こ
と
を
、
ロ
シ
ア
国
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
ま
ず

取
り
組
む
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の

国
や
地
域
は
長
き
に
わ
た
っ
て
中
国
と
接
触
を
保
ち
、
中

国
が
イ
ン
ド
、
中
部
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
へ
接
近
で
き
る
よ

う
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
今
述
べ
た
国
や
地
域
の
地

理
的
な
位
置
と
政
治
構
造
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

そ
の
後
で
そ
れ
ら
に
対
す
る
中
国
の
政
治
的
見
解
を
描
写

す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
中
国
に
つ

い
て
の
説
明
は
、
宮
廷
と
政
治
、
行
政
と
立
法
、
人
々
の

習
慣
と
伝
統
に
関
す
る
考
え
を
、
前
書
き
と
し
て
い
く
つ

か
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
国
を
適
切
に

取
り
扱
お
う
と
す
る
際
、
そ
の
政
治
的
ね
じ
れ
も
全
て
含

め
て
、
中
華
帝
国
の
全
体
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
よ
り
容

易
に
な
る
だ
ろ
うあ
。　
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ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
の
歴
史
地
理
に
関
す
る
著
作
物
が
、
彼
の
著

作
物
、
出
版
物
あ
る
い
は
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
管
さ
れ
た
も
の
の

中
で
、
最
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
き

わ
め
て
正
確
な
翻
訳
と
地
理
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
位
置
が
特
定
さ

れ
た
お
か
げ
で
、
彼
の
著
作
物
は
今
日
で
も
有
効
で
あ
り
、
古

代
・
中
世
ア
ジ
ア
の
考
古
学
、
歴
史
学
、
民
族
学
の
価
値
あ
る

資
料
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一
八
二
八
年
、
ビ
チ
ュ
ー
リ

ン
は
、
十
八
世
紀
の
漢
文
資
料
﹃
衞
藏
圖
識
﹄
の
注
釈
つ
き
の

訳
を
基
に
、﹃
現
状
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
の
記
述
﹄
を
上
梓
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
語
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
チ
ベ
ッ
ト

関
連
書
籍
と
な
り
、
ロ
シ
ア
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

数
々
の
定
期
刊
行
物
に
そ
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
、
学
術
的
に
非

常
に
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
二
九
年
に
は
、
ハ
イ

ン
リ
ヒ
・
ユ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
︵
一
七
八
三
－
一
八
三
五

年
︶
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
注
釈
つ
き
の
訳
書
が
、
世
に
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
は
一
八
二
八
年
、
漢
文
資
料
を
基
に
、
モ
ン

ゴ
ル
に
関
す
る
総
合
的
な
説
明
書
で
あ
る
﹃
モ
ン
ゴ
ル
誌
﹄
を

出
版
し
ま
し
た
。
こ
の
書
籍
も
ま
た
、
ほ
ど
な
く
フ
ラ
ン
ス
語

に
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
一
八
二
八
年
十
二
月
十
七
︵
二
十
九
︶
日

に
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
が
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
通
信
会
員
に
選

出
さ
れ
た
大
き
な
理
由
は
、
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ
ル
を
扱
っ
た

こ
れ
ら
の
出
版
物
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
次
の
﹃
古
代
と
現
代

の
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
と
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
記
録
﹄︵
一
八
二
九
年
︶

は
、︹
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
す
な
わ
ち
︺
ヤ
キ
ン
フ
神
父
の
第
三
の
主
要

業
績
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
最
も
著
名
な
三
つ
の
漢
文
資

料
、
す
な
わ
ち
﹃
前
漢
書
﹄
巻
九
十
六
の
﹁
西
域
伝
﹂、
一
七
七

七
年
に
出
版
さ
れ
た
﹃
西
域
見
聞
録
﹄、
十
八
世
紀
中
国
公
認
の

地
理
書
﹃
大
清
一
統
志
﹄
か
ら
の
抜
粋
が
翻
訳
・
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
関
す
る

著
作
は
、
先
の
二
冊
の
著
作
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。﹃
古
代
と
現
代
の
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
と
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
記
録
﹄
の
真
価
が
認
知
さ
れ
た
の
は
、
か
な
り
後
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
同
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、

Ｎ
・
Ａ
・
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
が
書
評
を
発
表
し
た
ぐ
ら
い
で
し
たい
。

　

一
八
四
八
年
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
民
族

史
の
編
纂
を
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
に
任
せ
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
て
、

彼
は
﹃
古
代
中
央
ア
ジ
ア
に
暮
ら
す
諸
国
民
に
関
す
る
資
料
集
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成
﹄
と
い
う
全
三
巻
の
研
究
書
を
書
き
あ
げ
、
一
八
五
一
年
に

そ
の
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
ま
し
たう
。
研
究
書
は
、
こ
れ
ま
で
西

洋
諸
国
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
漢
文
資
料
の
翻
訳
を

基
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、﹁
西
域
伝
﹂
の
巻
、
司
馬
遷
﹃
史

記
﹄
の
中
国
近
隣
諸
国
に
関
す
る
抄
録
、
そ
し
て
後
漢
︵
二
五
－

二
二
〇
年
︶、
晋
︵
二
六
五
－
四
二
〇
年
︶、
北
魏
︵
三
八
六
－
五
三
四

年
︶、
南
北
朝
、
隋
︵
五
八
一
－
六
一
七
年
︶、
唐
︵
六
一
八
－
九
〇

七
年
︶
の
正
史
︵﹃
後
漢
書
﹄﹃
晋
書
﹄﹃
魏
書
﹄﹃
北
史
﹄﹃
南
史
﹄﹃
隋
書
﹄

﹃
唐
書
﹄︶
と
い
っ
た
史
料
の
編
訳
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
が
強
大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
と
し
て
国
際
舞
台
に
躍

り
出
る
と
、
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
の
著
作
も
世
に
知
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
極
東
と
太
平
洋
に
足
場
を
固
め
た
ロ
シ
ア
は
、
内
陸
ア

ジ
ア
の
地
政
学
上
の
真
の
重
要
性
と
、
そ
の
包
括
的
調
査
の
必

要
性
に
気
づ
き
ま
す
。
一
八
四
五
年
八
月
六
︵
十
八
︶
日
に
は
、

勅
令
に
よ
っ
て
帝
立
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
︵
Ｉ
Ｒ
Ｇ
Ｓ
︶
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
﹁
第
一
の
任
務
﹂
は
、
ロ
シ
ア
に
関
す
る

確
か
な
情
報
を
集
め
、
広
め
る
こ
と
で
あ
り
、﹁
第
二
の
最
も
重

要
な
任
務
は
、
諸
外
国
、
主
に
ト
ル
コ
、
ペ
ル
シ
ャ
、
中
国
な

ど
の
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
国
々
を
研
究
す
る
こ
とえ
﹂
で

し
た
。
さ
ら
に
一
八
四
六
年
に
は
、
ス
ラ
ブ
・
ロ
シ
ア
、
古
代

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
西
欧
及
び
東
洋
の
考
古
学
部
門
か
ら
な
る
、

ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
勢
図
と
地
図
製
作

　

ロ
シ
ア
の
幅
広
い
層
の
読
者
が
、
ア
ジ
ア
の
未
知
な
る
世
界

に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
を
探
険

し
、
そ
の
地
形
を
地
図
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
多
く
の
人
々

が
感
じ
て
い
ま
し
た
。
一
八
四
八
年
、
宮
廷
顧
問
Ｐ
・
Ｖ
・
ゴ

ル
ブ
コ
フ
は
、カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
の
代
表
作
で
あ
る
﹃
地
理
学
﹄

︵D
ie Erdkunde

︶
を
、
ア
ジ
ア
の
地
図
と
補
足
を
つ
け
て
出
版
で

き
る
よ
う
、
地
理
学
協
会
に
二
千
三
百
五
十
ル
ー
ブ
ル
を
寄
付

し
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
十
九
世
紀
初
期
に
お
け
る
中
央
ア

ジ
ア
の
地
勢
図
製
作
は
、
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
と
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
調
査
に
基
づ
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら
の
理
論
的
根
拠
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
拠
っ

て
お
ら
ず
、
数
多
く
の
欠
陥

─
た
と
え
ば
、
山
脈
や
高
原
の

広
が
り
が
誇
張
さ
れ
、
山
系
の
位
置
が
不
正
確
だ
っ
た
点

─

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
名
な
地
理
学
者
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の
Ｐ
・
Ｐ
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
＝
チ
ャ
ン
シ
ャ
ン
ス
キ
ー
︵
一
八
二

七
－
一
九
一
四
年
︶
の
編
集
と
補
足
に
よ
り
、
こ
の
カ
ー
ル
・
リ

ッ
タ
ー
に
よ
る
著
作
の
ロ
シ
ア
語
版
が
、
一
八
五
六
年
か
ら
一

八
七
九
年
の
間
に
五
巻
本
と
し
て
準
備
さ
れ
出
版
さ
れ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
地
理
学

と
地
図
製
作
の
発
展
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
の
包
括
的
な
地
図
の
製
作
は
、
一
八
五
〇
年
に
は
じ

め
て
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
後
半
、
Ｙ
・
Ｖ
・
ハ
ヌ
イ

コ
フ
と
Ａ
・
Ｐ
・
ボ
ロ
ト
フ
が
、
中
部
ア
ジ
ア
の
北
西
部
の
地

図
を
出
版
し
ま
し
た
。
ハ
ヌ
イ
コ
フ
は
、
一
八
五
一
年
に
、
イ

ッ
シ
ク
・
ク
ル
地
域
の
地
図
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
一
八
五
六
年

か
ら
五
七
年
に
は
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
が
、
天
山
山
脈
の
頂
上
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
は
じ
め
て
征
服
し
ま
す
。
彼
の
探
険
は
、
内

陸
ア
ジ
ア
の
地
理
構
造
の
概
念
を
根
本
か
ら
変
え
ま
し
た
。
セ

ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
、
一
八
七
三
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
ず
っ
と

地
理
学
協
会
を
主
導
し
、
困
難
か
つ
生
産
的
で
あ
っ
た
多
く
の

探
険
に
着
手
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
探
険
の
第
一
の
成
果

は
、
地
理
学
的
目
標
だ
け
で
な
く
民
族
学
的
・
歴
史
学
的
目
標

も
追
求
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
し
た
。

歴
史
地
理
研
究
へ

　

歴
史
地
理
学
の
問
題
は
、
そ
の
時
代
の
多
く
の
学
者
が
も
つ
、

現
下
の
関
心
事
で
し
た
。
大
学
で
は
、
地
理
発
見
史
や
歴
史
地

名
学
の
コ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
と
中
央
ア
ジ
ア
の

歴
史
地
理
の
研
究
に
は
、
中
国
学
者
ワ
シ
リ
ー
・
Ｐ
・
ワ
シ
ー

リ
エ
フ
︵
一
八
一
八
－
一
九
〇
〇
年
︶
が
実
質
的
な
貢
献
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
出
版
さ
れ
た
彼
の
著
作
の
四
分
の
一
は
、
地
理

を
扱
っ
て
い
ま
すお
。
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
は
、
中
部
ア
ジ
ア
の
河
川

が
、
古
代
に
、
シ
ル
・
ダ
リ
ア
と
つ
な
が
り
、
支
流
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
最
初
に
推
定
し
た
人
物
で
すか
。
残
念
な
が
ら
、
彼

の
論
文
の
多
く
は
、
未
刊
の
ま
ま
で
し
た
。
た
と
え
ば
﹁
十
世

紀
か
ら
十
二
世
紀
に
お
け
る
中
部
ア
ジ
ア
東
部
の
歴
史
の
概
要
﹂

︵
二
十
三
頁
、
一
八
五
七
年
︶、﹁
東
︵
中
国
領
︶
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お

け
る
居
住
地
域
の
記
録
﹂︵
二
十
五
頁
︶、﹁
ク
ル
ジ
ャ
︵
旅
行
記
よ

り
︶﹂︵
二
頁
︶
な
ど
が
そ
う
で
すき
。　

　

一
八
四
五
年
、
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
は
、
玄
奘
に
よ
る
﹃
大
唐
西

域
記
﹄
の
翻
訳
を
完
遂
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ

は
世
に
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
文
は
、
ロ
シ
ア



147

「東洋学術研究」第56巻第１号

十九世紀から二十世紀初頭におけるロシアの中央アジア探険隊

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
の
、

ワ
シ
ー
リ
エ
フ
・
フ
ァ
イ
ル
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

注
釈
と
地
図
の
つ
い
た
合
計
三
三
四
フ
ォ
リ
オ
か
ら
な
る
、
十

二
冊
の
ノ
ー
ト
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
すく
。
そ
の
後
の
中
央
ア
ジ

ア
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
研
究
書
も
含

め
、
フ
ラ
ン
ス
人
中
国
学
者
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
︵
一

七
九
九
－
一
八
七
三
年
︶
が
一
八
五
一
年
に
出
版
し
た
、
玄
奘
に

よ
る
同
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
名
な
イ
ン
ド
学
者
で
あ
る
イ
ワ
ン
・
Ｐ
・
ミ
ナ
ー
エ
フ
︵
一

八
四
〇
－
一
八
九
〇
年
︶
は
、
ロ
シ
ア
と
イ
ン
ド
の
間
に
横
た
わ

る
諸
国
・
諸
地
域
の
地
理
に
関
す
る
書
物
を
上
梓
し
ま
し
たけ
。

ま
た
彼
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
﹃
東
方

見
聞
録
﹄
を
学
術
的
な
観
点
で
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
。

彼
の
翻
訳
は
、
Ｖ
・
Ｖ
・
バ
ル
ト
リ
ド
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れこ
、

︹
ミ
ナ
ー
エ
フ
の
︺
死
後
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ザ
フ
の
学
者
・
教
育
者
で
あ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
と
中
国
の

探
険
に
何
度
も
参
加
し
た
チ
ョ
カ
ン
・
Ｃ
・
ワ
リ
ハ
ノ
フ
︵
一
八

三
五
－
一
八
六
五
年
︶
の
調
査
は
、
ロ
シ
ア
の
東
洋
学
に
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
彼
は
、
一
八
五
六
年
に
、
中
国

西
部
と
ク
ル
ジ
ャ
へ
旅
行
し
ま
し
た
。
一
八
五
八
年
十
月
か
ら

一
八
五
九
年
三
月
に
は
、
ム
ス
リ
ム
商
人
に
変
装
し
て
天
山
山

脈
を
越
え
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
滞
在
し
ま
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
、

豊
富
な
歴
史
学
的
・
貨
幣
学
的
資
料
を
収
集
す
る
一
方
で
、
古

代
の
仏
教
遺
跡
に
つ
い
て
記
録
し
ま
す
。
彼
は
、
旅
行
の
成
果

を
基
に
、
詳
細
な
論
考
二
本

─
﹁
中
華
帝
国
の
西
域
に
つ
い

て
﹂
と
﹁
ク
ル
ジ
ャ
と
チ
ュ
グ
チ
ャ
ク
に
お
け
る
交
易
に
つ
い

て
﹂

─
を
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
一
九
六
二
年
ま
で
出

版
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
たさ
。
ワ
リ
ハ
ノ
フ
も
ま
た
、

探
訪
し
た
諸
国
や
諸
地
域
の
歴
史
と
宗
教
に
興
味
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
彼
は
、
ク
チ
ャ
付
近
一
帯
を
描
写
し
て
、
こ
う
指
摘

し
て
い
ま
す
。﹁
こ
れ
ら
の
山
々
に
は
多
く
の
洞
窟
が
あ
り
、
夏

の
間
は
そ
こ
か
ら
灯
が
見
え
る
。
あ
る
洞
窟
に
は
、
仏
教
徒
の

信
仰
対
象
物
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
唐
王
朝
ま
で
遡
るし﹂

　

十
九
世
紀
後
半
、
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
を
は
じ
め
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
、
Ｊ
・
Ｐ
・
ア
ベ
ル
－
レ
ミ
ュ

ザ
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
著
作
が
刺
激
と
な
っ
て
、

中
央
ア
ジ
ア
の
歴
史
学
、
歴
史
地
理
学
、
民
族
学
を
包
括
す
る

よ
う
な
概
説
書
が
多
く
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
シ
リ
ー
・
Ｖ
・
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グ
レ
ゴ
リ
エ
フ
︵
一
八
一
八
－
一
八
八
一
年
︶
の
歴
史
概
論
﹃
東
︵
中

国
領
︶
ト
ル
キ
ス
タ
ン
﹄
が
、カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
の
﹃
地
理
学
﹄

の
補
足
と
し
て
、
一
八
六
九
年
と
一
八
七
三
年
に
二
巻
本
で
出

版
さ
れ
ま
すす
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
の
研
究
を
基
礎
と

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
古
遺
物
や
ア
ラ
ブ
と
ペ
ル
シ
ャ
の
資

料
も
援
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
エ
ミ
ー
ル
・
Ｖ
・
ブ
レ
ッ
ト

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
︵
一
八
三
三
－
一
九
〇
一
年せ︶
は
、
一
八
七
六
年
と

一
八
八
八
年
に
歴
史
地
理
に
関
す
る
書
物
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

十
九
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
：
本
格
的
調
査
へ

軍
事
的
・
政
治
的
関
心
の
高
ま
り

　

中
央
ア
ジ
ア
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
・
政
治
的
関
心
の
的
と

な
り
、
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
九
世
紀
中
頃
か
ら
、
広

大
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
は
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
帝
国

が
、
新
た
な
市
場
と
原
料
資
源
の
支
配
権
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競

い
合
う
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
中
国
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
、

当
時
両
者
の
境
界
が
明
確
に
線
引
き
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
﹁
グ
レ
ー
ト
・
ゲ
ー
ム
﹂
の
当
事
者
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

列
強
は
、
勢
力
範
囲
を
分
け
る
こ
と
で
、
慣
習
的
な
地
理
的
境

界
や
範
囲
も
し
く
は
国
境
を
画
定
す
る
問
題
を
、
地
政
学
レ
ベ

ル
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
地
理
的
な
要
因
が
、
最

も
重
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
予
想
さ
れ
る
境
界
は
、

そ
の
地
の
自
然
の
特
有
の
外
形
が
も
の
を
言
っ
て
決
定
さ
れ
る

こ
と
が
明
白
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
政
府
と
参
謀
本
部
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、

中
東
地
域
で
踏
査
を
実
施
す
る
た
め
に
、
十
九
世
紀
半
ば
か
ら
、

定
期
的
に
探
険
隊
を
送
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
探
検
隊
の
踏

査
は
ロ
シ
ア
の
ア
ジ
ア
地
域
政
策
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
踏
査
の
結
果
が
政
策
を
部
分
的
に
左
右
す
る
こ
と
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

ア
レ
ク
セ
イ
・
Ｎ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
︵
一
八
四
八
－
一
九
二
五
年そ︶

が
主
導
し
た
一
八
七
七
年
の
派
遣
は
、
そ
の
よ
う
な
︹
ロ
シ
ア
の

政
策
︺
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
し
た
。
中
国
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
に

加
わ
っ
た
ば
か
り
の
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
や
セ
ミ
レ
チ
ェ
ン
ス
ク
地

方
と
の
間
で
国
境
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
八
八
三
年
、
中

国
と
ロ
シ
ア
の
政
府
代
表
が
三
年
ご
と
に
国
境
を
調
査
し
、
境

界
の
目
印
を
更
新
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
八
八
五
年

に
、
そ
の
た
め
の
第
一
回
調
査
を
任
さ
れ
た
、
ブ
ロ
ニ
ス
ラ
ウ
・
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Ｌ
・
グ
ラ
ブ
チ
ェ
ウ
ス
キ
中
尉
︵
一
八
五
五
－
一
九
〇
五
年
︶
が
、

詳
細
な
報
告
を
ま
と
め
て
い
ま
すた
。
彼
の
差
し
迫
っ
た
任
務
は
、

カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
に
お
け
る
軍
隊
と
軍
事
要
塞
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
地
方
の
道
路
の
詳
細
な
調
査
記
録
と

地
図
も
い
く
つ
か
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
探
険
で
提
供

さ
れ
た
地
図
製
作
の
資
料
や
記
録
は
、
後
年
、
多
く
の
旅
行
家

が
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
内
容
が
非
常
に
正
確
で
あ
る

と
知
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
八
六
七
年
に
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
併
合
し
た
ロ
シ
ア
は
、

英
領
イ
ン
ド
の
国
境
付
近
に
接
近
し
ま
し
た
。
大
英
帝
国
は
、

中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
大
を
阻
止
し
よ
う
と
、

一
八
六
九
年
、
影
響
範
囲
を
分
割
し
両
国
の
所
有
地
の
間
に
緩

衝
地
帯
を
設
け
る
と
い
う
案
を
も
っ
て
、
ロ
シ
ア
と
交
渉
を
開

始
し
た
い
意
向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
一
八
七
二
－
七
三
年

の
英
露
間
協
定
で
は
、
両
帝
国
に
よ
る
影
響
範
囲
の
分
割
ラ
イ

ン
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
境
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
は
一
八
七
六
年
に
コ
ー
カ
ン
ド
を
併

合
し
、
東
パ
ミ
ー
ル
に
足
場
を
作
り
始
め
ま
す
。
一
方
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ハ
ー
ン
国
王
が
、

バ
ダ
フ
シ
ャ
ー
ン
に
隣
接
す
る
多
く
の
領
土
を
一
八
八
三
年
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
英
帝
国
の
利
権
に
見
合
っ
た
領

有
で
し
た
。
そ
れ
以
降
、
両
帝
国
は
、
将
来
の
交
渉
基
盤
を
確

実
に
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
哨
基
地
を
前
進
さ
せ
つ
つ
、

係
争
中
の
領
土
の
踏
査
に
躍
起
に
な
っ
て
乗
り
出
し
て
い
き 

ま
すち
。　

　

地
域
の
地
形
学
的
調
査
や
地
図
製
作
の
た
め
の
調
査
を
組
織

的
に
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
参
謀
本
部
は
、
そ

の
目
的
を
軍
事
情
報
だ
け
に
限
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
調
査
担

当
者
に
、
古
い
寺
院
や
要
塞
の
遺
跡
も
地
図
化
す
る
よ
う
に
命

じ
て
い
ま
す
。
参
謀
総
長
で
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｎ
・
オ
ブ
ル

チ
ェ
フ
︵
一
八
三
〇
－
一
九
〇
四
年
︶
は
、
参
謀
本
部
科
学
軍
事
委

員
会
の
創
設
を
主
導
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、﹃
ア
ジ
ア
に
関
す

る
地
理
学
的
・
地
形
学
的
・
統
計
学
的
資
料
集
成
﹄
が
出
版
さ

れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
前
に
八
十
七
巻
が
公
刊
さ

れ
ま
し
た
。

プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
「
叙
事
詩
的
」
探
険

　

ニ
コ
ラ
イ
・
Ｍ
・
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
︵
一
八
三
九
－
一
八
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八
八
年
︶
は
、
一
八
六
七
－
六
九
年
に
、︹
極
東
の
︺
ウ
ス
リ
ー
ス

ク
地
域
へ
一
回
目
の
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
著
名
な
旅
行
家
だ

っ
た
彼
は
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
八
八
〇
年
ま
で
に
中
央
ア
ジ

ア
へ
の
探
険
を
四
度
敢
行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
距
離
は
合
計
三

万
キ
ロ
に
も
及
び
ま
し
た
。
彼
は
一
八
七
〇
－
七
三
年
に
モ
ン

ゴ
ル
、
中
国
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
、
そ
の
後
一
八
七
六
－
七
七
年
に

ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
、
ロ
プ
ノ
ー
ル
湖
へ
赴
き
ま
し
た
。
ま
た
一
八

七
九
－
八
〇
年
に
は
第
一
次
チ
ベ
ッ
ト
探
険
隊
を
、
一
八
八
三

－
八
五
年
に
は
第
二
次
チ
ベ
ッ
ト
探
険
隊
を
率
い
ま
し
た
。
彼

は
何
冊
も
の
書
物
を
著
し
、
そ
の
な
か
で
探
険
に
関
す
る
概
要

を
学
術
的
に
述
べ
、
現
地
の
自
然
、
気
候
、
土
地
の
起
伏
、
動

植
物
を
詳
細
に
生
き
生
き
と
描
き
ま
し
た
。
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス

キ
ー
自
身
は
、
謙
遜
し
て
自
身
の
旅
行
を
﹁
学
術
的
予
備
調
査
﹂

と
呼
び
ま
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
彼
が
探
訪
し
た
ア
ジ
ア
の

領
域
を
、
そ
れ
ま
で
学
者
が
調
査
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
に
中
央
ア
ジ
ア
を
紹
介
し
、
ア
ク
セ

ス
が
困
難
だ
と
さ
れ
た
地
域
へ
の
関
心
を
駆
り
立
て
、
大
規
模

で
定
期
的
な
探
険
の
開
始
に
貢
献
し
た
の
は
、
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ

ス
キ
ー
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。

　

プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
は
、
何
千
キ
ロ
と
い
う
前
人
未
踏
の

土
地
や
何
十
も
の
山
脈
を
図
示
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
り
、
自

ら
の
時
代
を
中
央
ア
ジ
ア
旅
行
の
﹁
叙
事
詩
的
﹂
時
代
と
表
現

し
ま
し
た
。
最
後
の
著
作
に
は
、
彼
の
学
術
的
遺
言
と
呼
べ
る

も
の
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
彼
が
指
摘
し
た
の
は
、

中
央
ア
ジ
ア
に
関
す
る
今
後
の
研
究
が
次
の
二
方
向
に
向
か
う

べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
し
た
。
そ
れ
は
、
未
踏
と
さ
れ
て
い

る
地
域
の
実
地
踏
査
と
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
諸
地
域
あ
る
い

は
短
期
の
旅
行
で
表
面
的
に
し
か
踏
査
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
諸

地
域
の
徹
底
的
な
研
究
で
すつ
。
彼
は
、
地
理
学
と
自
然
科
学
の

観
点
で
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
、
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
と
く
に
チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
専
門
的

な
考
古
学
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
、
考
古
学
に
関

す
る
コ
メ
ン
ト
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

生
命
の
糧
で
あ
る
貯
水
池
の
枯
渇
や
猛
烈
な
砂
漠
化
の
進

行
に
つ
い
て
旅
行
者
に
雄
弁
に
証
言
す
る
も
の
は
、
か
つ

て
繁
栄
し
た
オ
ア
シ
ス
や
現
在
砂
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
町
の
景
色
で
あ
る
。
我
々
は
中
国
の
年
代
記
か
ら
そ
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れ
ら
の
多
く
を
知
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
も
そ
の
い
く

つ
か
を
目
に
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
人
間
が
﹁
昔
そ
の
地

域
は
、
コ
ー
タ
ン
、
ア
ク
ス
、
ロ
プ
ノ
ー
ル
に
区
切
ら
れ
、

二
十
三
の
町
と
三
百
六
十
の
村
が
あ
っ
た
が
、
今
は
消
え

て
し
ま
っ
た
﹂
と
語
る
の
を
現
に
耳
に
し
た
。
言
い
伝
え

で
は
、
当
時
の
人
は
﹁
家
々
の
屋
根
づ
た
い
に
﹂
ク
チ
ャ

の
町
か
ら
ロ
プ
ノ
ー
ル
へ
行
く
こ
と
が
で
き
た
ほ
ど
、
タ

リ
ム
盆
地
は
人
口
が
密
集
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
今
や
砂

漠
で
あ
る
。
今
日
で
も
、
コ
ー
タ
ン
、
ケ
リ
ヤ
、
ニ
ヤ
、

そ
の
他
現
存
す
る
オ
ア
シ
ス
の
住
人
は
、
毎
年
、
秋
と
冬

の
間
、
嵐
に
よ
っ
て
出
現
す
る
古
い
居
住
跡
を
求
め
て
、

砂
の
な
か
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
。
時
に
は
そ
こ
で
、
金
や

銀
の
製
品
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
古

い
住
居
︵saklya

︶
に
遭
遇
し
、
そ
こ
で
服
や
フ
ェ
ル
ト
製

品
を
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
両
方
と
も
た
い
て
い
か

な
り
朽
ち
は
て
て
い
て
、
触
れ
る
や
、
ほ
こ
り
に
な
っ
て

し
ま
うて
。

 　

一
八
七
九
年
、
植
物
学
者
の
ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｅ
・
レ
ー
ゲ
ル

︵
一
八
五
六
－
一
九
一
七
年
︶
は
、
ク
ル
ジ
ャ
と
ト
ル
フ
ァ
ン
を
探

訪
し
ま
し
た
。
一
八
七
六
－
七
九
年
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
域
へ

の
探
険
で
は
、
主
に
自
然
史
の
調
査
を
目
的
と
し
て
探
険
隊
が

組
織
さ
れ
ま
し
たと
。
し
か
し
、
レ
ー
ゲ
ル
は
報
告
の
な
か
で
﹁
ト

ル
フ
ァ
ン
、
サ
ン
ジ
ャ
、
マ
ナ
ス
の
近
く
に
あ
る
、
ア
ー
リ
ヤ

人
の
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
古
代
遺
跡
の
発
見な
﹂
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
古
代
イ
デ
ィ
ク
ト
・
シ
ャ
ー

リ
遺
跡
を
含
む
考
古
学
的
な
遺
跡
の
実
測
図
を
い
く
つ
か
描
き

上
げ
ま
し
た
。
セ
ル
ゲ
イ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
︵
一
八
五
三

－
一
九
三
四
年
︶
は
、
レ
ー
ゲ
ル
を
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
古
代

遺
物
に
着
目
し
た
最
初
の
ロ
シ
ア
人
と
言
っ
て
い
ま
すに
。　

　

ミ
ナ
ー
エ
フ
は
、
古
代
の
東
西
文
明
が
接
触
し
た
地
域
と
し

て
の
広
大
な
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
決
定
的
な
重
要
性
に
最
初
に

気
づ
い
た
人
物
で
す
。
彼
は
、
タ
リ
ム
盆
地
南
部
へ
の
第
二
次

探
険
に
つ
い
て
書
い
た
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
報
告
を
概
観

し
、
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

一
次
資
料
の
証
拠
に
よ
っ
て
、
紀
元
五
世
紀
以
来
、
そ
の

地
域
で
は
異
国
の
文
明
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
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か
に
な
っ
た
。
人
類
史
を
編
む
今
日
の
年
代
史
家
に
は
、

か
つ
て
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、

ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。
現
存
す
る
古
代
の
目
撃
証
言
は
、

極
端
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、

意
図
的
に
一
方
的
な
見
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巡
礼

仏
教
徒
た
ち
は
、
一
側
面
の
み
を
見
た
か
の
よ
う
だ
。
す

な
わ
ち
、
イ
ン
ド
文
明
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
何
度

も
強
調
し
て
お
き
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
が
他
の
地
方
の

諸
文
化

─
土
着
の
も
の
で
あ
れ
流
入
し
た
も
の
で
あ
れ

─
と
並
存
し
た
で
あ
ろ
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
は

暗
示
す
る
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
の
だぬ
。　

ミ
ナ
ー
エ
フ
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
確
実
な
考
古
学
的
探

険
を
開
始
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
際
に
、﹁
ロ
プ
ノ
ー
ル

湖
と
コ
ー
タ
ン
の
間
の
全
地
域
が
、
歴
史
的
・
考
古
学
的
研
究

の
重
点
的
な
対
象
と
な
るね
﹂
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ペ
フ
ツ
ォ
フ
の
古
代
遺
跡
調
査

　

プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
探
究
は
、
ミ
ハ
イ
ル
・
Ｖ
・
ペ
フ

ツ
ォ
フ
︵
一
八
四
三
－
一
九
〇
二
年
︶、
フ
セ
ヴ
ォ
ロ
ド
・
Ｉ
・
ロ

ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
︵
一
八
五
六
－
一
九
一
〇
年
︶、グ
リ
ゴ
リ
ー
・
Ｎ
・

ポ
タ
ー
ニ
ン
︵
一
八
三
五
－
一
九
二
〇
年
︶、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
Ｋ
・

コ
ズ
ロ
フ
︵
一
八
六
三
－
一
九
三
五
年
︶、
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
Ｅ
・
グ

ル
ム
︲
グ
ル
ジ
マ
イ
ロ
︵
一
八
六
〇
－
一
九
三
六
年
︶
と
い
っ
た
、

彼
の
学
生
や
随
行
者
た
ち
が
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
た
。

　

プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
生
涯
に
悲
劇
的
な
終
止
符
を
打
っ

た
旅
行

─
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
一
八
八
九
－
九
〇
年
に
敢

行
さ
れ
た
ペ
フ
ツ
ォ
フ
の
チ
ベ
ッ
ト
探
険
で
は
、﹁
南
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
正
確
な
地
図
を
製
作
す
る
こ
と
に
は
じ
め
て
成
功
﹂
し

ま
し
たの
。
さ
ら
に
そ
の
成
功
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
失
わ
れ

た
文
明
の
遺
物
に
、
多
く
の
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
探

険
隊
に
は
、
ペ
フ
ツ
ォ
フ
の
他
、
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
、
コ
ズ
ロ
フ
、

さ
ら
に
地
質
学
者
で
あ
り
鉱
山
技
師
で
も
あ
っ
た
カ
ー
ル
・

Ｉ
・
ボ
グ
ダ
ノ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
︵
一
八
六
四
－
一
九
四
七
年
︶
も
い
ま

し
た
。
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
死
後
、
一
八
八
八
年
十
二
月

に
探
険
隊
の
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
ペ
フ
ツ
ォ
フ
は
、
き
わ
め
て

周
到
に
旅
行
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
三
カ
月
を
費
や
し
て
、
そ

の
当
時
入
手
で
き
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
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を
す
べ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ビ
チ
ュ
ー
リ
ン
、
カ
ー

ル
・
リ
ッ
タ
ー
、
ワ
リ
ハ
ノ
フ
、
Ｒ
・
Ｂ
・
シ
ョ
ー
、
Ｔ
・
Ｄ
・

フ
ォ
ー
サ
イ
ス
、
Ｈ
・
Ｗ
・
ベ
ル
ー
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
、
プ
ル

ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
、
グ
ラ
ブ
チ
ェ
ウ
ス
キ
、
Ｎ
・
Ｌ
・
ゼ
ラ
ン

ドは、
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｆ
・
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
︵
一
八
三
七
－
一
九
〇

八
年
︶
の
著
作
で
す
。
さ
ら
に
彼
は
、
中
国
学
者
の
ブ
レ
ッ
ト
シ

ュ
ナ
イ
ダ
ー
と
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
に
教
え
を
請
い
ま
し
た
。

　

ペ
フ
ツ
ォ
フ
は
、
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

高
名
な
中
国
学
者
Ｅ
・
Ｖ
・
ブ
レ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
博

士
か
ら
、
私
は
多
大
な
援
助
を
受
け
た
。
私
の
た
め
に
、

一
八
六
三
年
の
中
国
の
地
図
帳
か
ら
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、

ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
、
北
西
チ
ベ
ッ
ト
の
、
二
十
六
ヴ
ェ
ル
ス

タ
︵
露
里
︶
を
一
イ
ン
チ
に
し
た
地
図
を
作
製
し
、
す
べ
て

の
地
名
を
ロ
シ
ア
語
に
訳
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
彼
は
私

に
、﹃
西
域
図
誌
﹄
と
呼
ば
れ
る
最
新
の
中
国
の
地
理
学
書

か
ら
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
関
す
る
箇
所
を
抜
粋
し
て
提
供

し
て
く
れ
た
う
え
に
、
そ
の
地
域
と
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
書
籍
と
論
文
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
く
れ
た
。

︵
中
略
︶
北
西
チ
ベ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
中
国
学
者
ブ
レ
ッ

ト
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
博
士
と
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
氏
が
調
べ
上
げ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
と
中
国
語
の
資
料
の
な
か
に
、
そ
れ

に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
会

員
の
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
氏
が
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
に
基
づ
い
て

編
纂
し
た
手
書
き
の
地
理
調
査
資
料
が
あ
りひ
、
彼
は
快
く

私
の
使
用
を
許
可
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
も
、
当

該
国
の
北
西
部
に
関
し
て
は
、
非
常
に
高
い
所
に
あ
り
極

限
の
気
候
を
特
色
と
す
る
と
い
う
一
般
的
な
説
明
を
除
い

て
、
何
の
情
報
も
見
当
た
ら
な
か
っ
たふ
。

　

ペ
フ
ツ
ォ
フ
は
、
探
険
の
間
、
そ
の
地
域
の
古
代
遺
跡
に
関

す
る
情
報
を
引
き
出
そ
う
と
、
現
地
の
人
々
と
話
を
し
た
よ
う

ミハイル・Ｖ・ペフツォフ

No Image
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で
す
。私

は
、
ヤ
ル
カ
ン
ド
で
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
遺
跡
に
つ

い
て
調
査
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
十
八
年
間
そ
の
町
の
住

民
で
あ
っ
た
ア
ク
サ
カ
ル
の
ナ
ス
ル
－
ジ
ャ
ン
－
ホ
ジ
ャ

︵N
asyr-D

zhan-H
ojah

︶
は
私
に
語
っ
て
く
れ
た
。
彼
の
知
っ

て
い
る
多
く
の
現
地
住
民
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ル
カ
ン

ド
か
ら
四
十
ヴ
ェ
ル
ス
タ
東
の
砂
漠
の
果
て
に
、
コ
ニ
ョ
・

タ
タ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
不
規
則
に
広
が
っ
た
遺
跡
が
あ
る
、

と
。
そ
こ
で
は
家
屋
の
基
礎
部
分
が
ひ
と
き
わ
目
に
つ
く
。

か
つ
て
居
住
地
を
覆
っ
て
い
た
大
木
群
の
切
り
株
も
あ
る
。

地
元
の
人
々
は
そ
の
遺
跡
で
、
家
庭
用
品
や
様
々
な
道
具

の
破
片
、
と
き
に
金
貨
や
銀
貨
さ
え
見
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
と
い
うへ
。　

ペ
フ
ツ
ォ
フ
は
報
告
の
中
で
、
彼
が
コ
ー
タ
ン
、チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
、

ウ
ル
ム
チ
の
近
く
で
発
見
し
た
、
い
く
つ
か
の
古
代
遺
跡
に
つ

い
て
述
べ
て
い
ま
すほ
。　

そ
の
他
の
探
険
隊

　

ポ
タ
ー
ニ
ン
は
、
中
央
ア
ジ
ア
と
り
わ
け
モ
ン
ゴ
ル
の
研
究

に
大
い
に
寄
与
し
ま
し
た
。
彼
は
、
一
八
七
六
－
七
七
年
及
び

一
八
七
〇
－
八
〇
年
に
モ
ン
ゴ
ル
北
西
部
と
ト
ゥ
ヴ
ァ
へ
、
一

八
八
四
－
八
六
年
及
び
一
八
九
二
－
九
三
年
に
は
中
国
北
部
、

東
チ
ベ
ッ
ト
そ
し
て
モ
ン
ゴ
ル
中
央
部
へ
、
一
八
九
九
年
に
は

大
興
安
嶺
へ
旅
行
し
ま
し
た
。
彼
は
、
自
然
史
研
究
と
民
族
学

研
究
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
出
版
物
で
、
探

険
中
に
集
積
し
た
モ
ン
ゴ
ル
や
テ
ュ
ル
ク
系
の
人
々
の
文
化
・

民
間
伝
承
・
大
衆
芸
術
や
工
芸
に
関
す
る
豊
富
な
資
料
を
概
説

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

辺
地
の
遺
跡
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
グ
ル
ム
︲
グ
ル
ジ

マ
イ
ロ
は
、
一
八
八
九
年
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
北
部
を
探
訪
し
、

ア
サ
シ
ャ
ー
ル
遺
跡
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
す
る
一
方
で
、
多

く
の
古
代
仏
教
史
跡
に
も
触
れ
て
い
ま
すま
。
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｆ
・

カ
タ
ー
ノ
フ
︵
一
八
六
二
－
一
九
二
二
年
︶
は
一
八
九
〇
年
に
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
、
テ
ュ
ル
ク
系
諸
言
語
に
関
す
る
資
料
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
八
九
八
－
一
九
〇
一
年
に
は
Ｏ
・
Ｍ
・

ノ
ル
ズ
ノ
フ
が
、
一
八
九
九
－
一
九
〇
二
年
に
は
Ｇ
・
Ｔ
・
ツ
ィ
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ビ
コ
フ
が
チ
ベ
ッ
ト
の
探
険
隊
を
率
い
ま
し
た
。
ツ
ィ
ビ
コ
フ

は
、
ク
ム
ブ
ム
と
ラ
ブ
ラ
ン
を
探
訪
し
、
ラ
サ
に
到
達
し
、
ウ

ル
ガ
と
キ
ャ
フ
タ
を
経
由
し
て
ロ
シ
ア
に
戻
り
ま
す
。
彼
が
一

大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
し
て
ま
と
め
た
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
現
物

は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
ジ
ア
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
ィ
ビ
コ
フ
の
旅
行
報
告
書
が
、
一
九
一
九
年
に
出
版
さ
れ
て

い
ま
すみ
。
一
八
八
九
年
、
Ｎ
・
Ｍ
・
ヤ
ド
リ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
モ

ン
ゴ
ル
北
部
で
複
数
の
テ
ュ
ル
ク
・
ル
ー
ン
文
字
碑
文
︵
突
厥
碑

文
︶
を
発
見
し
ま
し
た
。
ル
ー
ン
碑
文
の
研
究
は
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ア

ス
ペ
リ
ン
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
探
険
隊
と
、
Ｖ
・
Ｖ
・
ラ
ド
ロ
フ

︵
一
八
三
七
－
一
九
一
八
年
︶
の
オ
ル
ホ
ン
遺
跡
探
険
隊
︵
両
探
険
と

も
一
八
九
〇
年
︶
が
行
い
ま
し
た
。

　

一
八
九
三
－
九
五
年
に
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
コ
ズ
ロ
フ
が
行

っ
た
探
険
で
は
、
ト
ル
フ
ァ
ン
南
方
に
あ
る
リ
ュ
ク
チ
ュ
ン
︵
タ

リ
ム
︶
低
地
の
地
形
学
的
・
気
象
学
的
調
査
が
主
要
な
目
的
と
さ

れ
ま
し
た
。
探
険
隊
は
自
然
科
学
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加

え
、
多
く
の
写
本
と
美
術
品
を
ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
出

版
さ
れ
た
探
険
資
料
集
の
は
し
が
き
で
、
報
告
書
に
次
の
情
報

が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。﹁
古
銭
、
仏
像
、

古
代
の
現
地
の
言
葉
で
書
か
れ
た
文
書
サ
ン
プ
ル
、
絵
画
、
陶

器
、
装
飾
品
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
探

険
隊
が
リ
ュ
ク
チ
ュ
ン
低
地
全
域
の
古
代
の
町
々
で
集
め
た
り
、

そ
の
土
地
の
言
語
で
書
か
れ
た
書
物
か
ら
写
し
た
り
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
リ
ュ
ク
チ
ュ
ン

低
地
で
、
す
な
わ
ち
イ
デ
ィ
ク
ト
・
シ
ャ
ー
リ
の
遺
跡
の
町
と

ト
ユ
ク
石
窟
で
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
語
の
記
録
の
断
簡
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
大
い
に
関
心
を
集
め
た
た
め
、
帝

国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
Ｄ
・
Ａ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
︵
一
八
四
八
－

一
九
一
四
年
︶
を
隊
長
と
し
た
特
別
探
険
隊
を
そ
の
地
域
に
派
遣

し
た
﹂
とむ
。

外
交
官
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
の
貢
献

　

こ
れ
ら
の
地
域
の
学
術
調
査
に
大
い
に
貢
献
し
た
ロ
シ
ア
人

外
交
官
と
し
て
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
総
領
事
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｆ
・
ペ
ト

ロ
フ
ス
キ
ー
、
彼
の
後
継
者
で
あ
る
セ
ル
ゲ
イ
・
Ａ
・
コ
ロ
コ

ロ
フ
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
領
事
セ
ル
ゲ
イ
・
Ｖ
・
ソ
コ
フ
、
ウ
ル
ム

チ
領
事
の
イ
ワ
ン
・
Ｐ
・
ラ
ヴ
ロ
フ
と
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｎ
・
ク
ロ
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ト
コ
フ
︵
一
八
六
九
－
一
九
一
九
年
︶、
ウ
ル
ム
チ
領
事
館
書
記
官

ヤ
コ
フ
・
Ｙ
・
リ
ュ
ッ
チ
ュ
、
ク
ル
ジ
ャ
領
事
館
書
記
官
ア
レ

ク
セ
イ
・
Ａ
・
デ
ィ
ヤ
コ
フ
、
同
領
事
ボ
リ
ス
・
ワ
シ
リ
エ
ヴ
ィ

ッ
チ
及
び
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
Ｖ
・
ド
ル
ベ
ー
ジ
ェ
フ
、
ウ
ル
ム

チ
領
事
館
の
医
官
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
Ｉ
・
カ
ハ
ノ
フ
ス
キ
ー

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
八
六
七
年
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
職
務
に
つ
い
て
い
た
ペ

ト
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
写
本
や
美
術
品
を
、
現
地
住
民
か
ら
買
い

求
め
た
り
、
考
古
学
的
発
掘
を
行
っ
た
り
し
て
収
集
し
ま
し
た
。

Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
い
う
通
り
、﹁
Ｎ
・
Ｆ
・
ペ
ト
ロ

フ
ス
キ
ー
の
素
晴
ら
し
い
発
見
が
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
考
古
学

研
究
の
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
ため
﹂
の
で
す
。
さ
ら
に
ペ
ト

ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
民
族
学
的
・
民
俗
学
的
資
料
も
収
集
し
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
東
洋
部
門
は
、
一
八
九
一
年
、
カ
シ

ュ
ガ
ル
の
古
代
遺
物
の
件
で
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
に
話
を
持
ち
か

け
ま
す
。
彼
は
返
信
と
と
も
に
、
写
真
二
、
三
枚
と
、
後
に
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
﹁
カ
シ
ュ
ガ
ル
写
本
﹂

つ
ま
り
梵
文
﹃
法
華
経
﹄︵Saddharm

apuṇḍarīka-sūtra

︶
の
断
片

を
同
封
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
サ
ン
ク

ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
新
し
い
資
料
を
定
期
的
に
送
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。
旅
行
家
や
学
者
は
、
彼
に
助
言
を
求
め
、
彼
の
助
け

に
よ
っ
て
常
に
恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
は
現

存
す
る
マ
ザ
ー
ル
︹
聖
者
廟
︺
に
仏
教
の
遺
物
が
隠
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
彼
が
知
る
古
代
遺
跡
の
位
置

を
し
る
し
た
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
詳
細
な
地
図
も
作
り
ま 

し
た
。

仏
教
研
究
の
機
運

　

中
央
ア
ジ
ア
研
究
の
成
果
が
ロ
シ
ア
社
会
で
強
い
関
心
を
か

き
立
て
た
こ
と
は
、
明
記
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
十
九
世
紀

後
半
と
二
十
世
紀
前
半
、
ア
ジ
ア
世
界
、
特
に
仏
教
に
関
す
る

新
し
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
や
東
洋
諸
語
に
よ
る
原
典
の
翻
訳
版
の
公

ニコライ・Ｆ・ペトロフスキー

No Image
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刊
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
は
、
学
界
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
社
会
も
そ
う
で
し
た
。
ポ
タ
ー
ニ
ン
が
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク

に
宛
て
た
手
紙
が
示
す
よ
う
に
、
い
わ
ば
仏
教
学
文
献
が
渇
望

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
一
八
九
〇
年
十
二
月
七
日
付
の
手
紙
で
、

ポ
タ
ー
ニ
ン
は
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
訪
問
し
て
ほ
し
い
と
請

い
な
が
ら
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
Ｖ
・
Ｖ
・
レ
セ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
招
待
し
ま
し
た
。
彼

も
ま
た
、
観
音
菩
薩
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

が
私
に
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ
れ
ら
︹
の
諸
文
献
︺
に
心
を

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
驚
い
た
の
は
、
私
が
モ
ン
ゴ
ル

で
記
録
し
た
ア
ー
ユ
菩
薩
︵Ayu-B

odhisattva

︶
伝
説
の
抜
粋

に
そ
れ
ら
が
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
こ
と
で
す
。

一
八
九
八
年
四
月
三
十
日
付
の
手
紙
で
は
、
彼
は
知
り
合
い
の

女
性
の
た
め
に
、﹁
ど
の
初
級
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
手
引
き
を

彼
女
は
購
入
す
べ
き
か
﹂
助
言
を
求
め
て
い
ま
す
。
一
九
〇
〇

年
十
月
二
十
日
の
手
紙
で
は
、
他
の
諸
用
件
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

パ
ン
テ
レ
イ
エ
ワ
さ
ん
が
、
ブ
ッ
ダ
に
関
す
る
公
開
講
演

を
企
画
し
て
お
り
、
釈
尊
の
生
涯
か
ら
絵
を
い
く
つ
か
指

定
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
入
っ
て
い
ま
す
。
幻
灯
を
用

い
て
、
そ
れ
ら
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
で
き
る
よ
う
に
彼

女
は
し
た
い
よ
う
で
す
。︵
中
略
︶
そ
の
講
演
が
公
表
さ
れ

れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
講
義
を
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
地
方
や
ト
ラ

ン
ス
バ
イ
カ
リ
ア
地
域
の
シ
ベ
リ
ア
の
町
で
も
開
催
で
き

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
現
地
の
人
々
に
宗
教
的
寛
容
性

を
教
え
て
い
く
の
に
資
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
うも
。

ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
の
活
動

　

一
八
九
六
年
、
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
は
、
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー

探
険
隊
が
ト
ル
フ
ァ
ン
・
オ
ア
シ
ス
の
各
地
で
見
つ
け
た
か
、

あ
る
い
は
購
入
し
た
諸
文
書
の
断
片
の
入
っ
た
袋
を
受
け
取
り
、

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
送
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
地
理
学
協

会
書
記
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
Ｖ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
フ
は
、
断
片

に
対
す
る
専
門
家
の
評
価
を
得
よ
う
と
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に

打
診
し
ま
し
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
と
Ａ
・
Ｏ
・
イ
ワ
ノ
フ
ス
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キ
ー
は
、
袋
の
中
身
を
仕
分
け
て
い
き
、
中
国
語
、ウ
イ
グ
ル
語
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
＝
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
並
記
の
写

本
断
片
を
特
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
引
き
渡
さ
れ
た

ラ
ド
ロ
フ
は
、
資
料
を
一
つ
の
論
文
に
ま
と
め
、
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
へ
提
出
し
ま
し
た
。
歴
史
学
・
文
献
学
部
門
は
、
特
別
委

員
を
任
命
し
、
こ
の
考
古
学
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調
査
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ラ
ド
ロ
フ
、
Ａ
・

Ａ
・
ク
ー
ニ
ク
、
ワ
シ
ー
リ
エ
フ
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ザ
ー
レ
マ
ン
、

Ｖ
・
Ｐ
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
、
ま
た
招
聘
専
門
家
と
し
て
、
ク
レ
メ

ン
ツ
と
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
活
動
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
一
八
九
八
年
に
、
ト
ユ
ク
・
マ
ザ
ー
ル
と
イ
デ
ィ

ク
ト
・
シ
ャ
ー
リ
の
遺
跡
を
特
別
に
調
査
す
る
た
め
に
、
ク
レ

メ
ン
ツ
を
ト
ル
フ
ァ
ン
探
険
に
派
遣
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し

ま
し
た
。
そ
の
旅
行
計
画
に
際
し
て
、
委
員
会
は
、
ロ
ボ
ロ
フ

ス
キ
ー
探
険
隊
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
顧
問
を
探
し
ま
し
た
。
ク
レ

メ
ン
ツ
は
、
一
八
九
八
年
三
月
四
︵
十
七
︶
日
付
の
コ
ズ
ロ
フ
宛

の
は
が
き
に
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

貴
探
険
隊
に
よ
る
ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
で
の
発
見
が
、
強
い

関
心
を
集
め
た
こ
と
を
鑑
み
て
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

ト
ル
フ
ァ
ン
へ
の
探
険
隊
を
組
織
す
る
た
め
の
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
あ

る
ラ
ド
ロ
フ
氏
か
ら
、
貴
殿
に
︵
ア
ジ
ア
︶
博
物
館
で
話
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
貴
殿
が
ご

覧
に
な
っ
て
き
た
遺
跡
の
位
置
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
情

報
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
すや
。

　

探
険
の
期
間
は
、
四
カ
月
と
認
め
ら
れ
ま
し
たゆ
。
探
険
に
は
、

ク
レ
メ
ン
ツ
自
身
だ
け
で
な
く
、
彼
の
妻
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
と

民
族
学
者
の
ミ
ハ
イ
ル
・
Ｓ
・
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
︵
一
八
七
三
－

一
九
四
八
年
︶
も
同
行
し
ま
し
た
。
ク
レ
メ
ン
ツ
は
、
ト
ル
フ
ァ

ン
で
の
時
間
的
制
約
と
財
源
不
足
の
た
め
に
、
発
掘
調
査
を
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
遺
跡
を
描
写
し
、
そ
れ
を
写
真
に

収
め
、
図
面
を
作
り
、
ト
レ
ー
ス
画
や
拓
本
を
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
探
険
に
よ
る
学
術
的
発
見
は
大
評
判
と
な
り
、
そ

の
成
果
は
ク
レ
メ
ン
ツ
の
詳
細
な
記
録
に
示
さ
れよ
、
概
要
の
報

告
が
公
表
さ
れ
ま
し
たら
。　

　

一
九
〇
〇
年
一
月
二
十
七
日
︵
二
月
九
日
︶、
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｉ
・
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ヴ
ェ
セ
ロ
フ
ス
キ
ー
︵
一
八
四
八
－
一
九
一
八
年
︶、
ク
レ
メ
ン
ツ
、

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
東
洋
部
門
に
検
討

し
て
も
ら
う
た
め
に
﹁
タ
リ
ム
盆
地
へ
の
考
古
学
的
探
険
隊
組

織
の
た
め
の
覚
書
﹂
を
提
出
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
へ
の
探
険
隊
の
定
期
派
遣
を
議
案
に
出
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
継
続
し
て
活
動
す
る
に
は
二
つ
の
探
険
隊
を
組
織

す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
ト

ル
フ
ァ
ン
と
ク
チ
ャ
地
方
へ
の
探
険
隊
を
、
第
二
に
ロ
プ
ノ
ー

ル
湖
、チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
、ケ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
付
近
一
帯
を
含
む
、

ト
ル
フ
ァ
ン
と
コ
ー
タ
ン
の
間
の
広
大
な
領
域
へ
の
探
険
隊
を

提
案
し
た
の
で
すり
。　

　

そ
の
﹁
覚
書
﹂
で
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、﹁
タ
リ
ム
盆
地

の
研
究
、
い
え
、
そ
も
そ
も
学
術
調
査
対
象
と
し
て
の
同
地
の

発
見
自
体
が
ロ
シ
ア
探
険
隊
員
の
功
績
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
、
セ
チ
ュ
ー
ニ
伯
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・

ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
、
デ
ュ
ト
ル
イ
ユ
・
ド
・
ラ
ン
率
い
る
探

険
隊
の
調
査
結
果
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
ほ
ど
で
し
た
が
、︹
わ

が
国
の
︺
レ
ー
ゲ
ル
、
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
、
彼
の
仲
間
、
グ

ル
ム
︲
グ
ル
ジ
マ
イ
ロ
兄
弟
、
ペ
フ
ツ
ォ
フ
、
ボ
グ
ダ
ノ
ー
ヴ
ィ

ッ
チ
、
オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
新
し
い
探
険
隊
に
よ
る
全
活
動
は
、
そ
れ
ら
外
国
の
学
者
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
ま
する
﹂。
そ
の
地

域
の
経
済
的
・
商
業
的
発
展
、
と
く
に
農
業
の
普
及
に
よ
り
、

覚
書
に
記
述
さ
れ
た
よ
う
な
﹁
古
い
遺
構
の
容
赦
な
い
破
壊

─
し
っ
く
い
が
肥
料
に
使
わ
れ
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
造
物
は

彼
ら
の
住
居
建
設
に
使
う
た
め
に
壊
さ
れ
るれ
﹂
事
態
が
お
そ
ら

く
起
き
ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
、
覚
書
で
は
、
継
続
し
て
活
動
で
き
る
二
組
の

探
険
隊
を
組
織
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
に
ト
ル

フ
ァ
ン
と
ク
チ
ャ
地
方
の
踏
査
の
た
め
で
あ
り
、
第
二
に
ロ
プ

ノ
ー
ル
湖
、
チ
ェ
ル
チ
ェ
ン
、
ケ
リ
ア
・
オ
ア
シ
ス
付
近
一
帯

を
含
む
、
ト
ル
フ
ァ
ン
と
コ
ー
タ
ン
の
間
の
広
大
な
領
域
の
踏

査
の
た
め
で
し
た
。
い
ず
れ
の
探
険
隊
も
、
芸
術
家
一
人
を
必

ず
含
め
た
五
人
組
に
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
の
探
険
に

は
八
カ
月
か
ら
十
カ
月
を
要
し
、
第
二
の
探
険
に
は
十
二
カ
月

か
ら
十
五
カ
月
を
要
す
る
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
最
初
の
探

険
に
は
、
一
万
七
千
ル
ー
ブ
ル
が
見
積
も
ら
れ
ま
し
たろ
。
一
九

〇
〇
年
一
月
二
十
七
日
、
ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
東
洋
部
門
の
会
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合
で
、
こ
の
覚
書
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
財
務
大
臣
は
彼
ら
の
資
金
援
助
の
依
頼
を
拒
否
し
ま

し
たわ
。
そ
の
た
め
ト
ル
フ
ァ
ン
探
険
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
九
年

間
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

一
八
九
九
年
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の
ラ
ド
ロ
フ
と
オ
ル
デ
ン

ブ
ル
ク
は
、
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
国
際
東
洋
学
者

会
議
で
、
ク
レ
メ
ン
ツ
の
探
険
隊
が
ト
ル
フ
ァ
ン
で
発
見
し
た
、

古
ウ
イ
グ
ル
語
や
テ
ュ
ル
ク
・
ル
ー
ン
文
字
の
碑
文
や
美
術
品

に
関
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
を
受
け
て
、
一
八
九
九

年
十
月
二
︵
十
四
︶
日
に
、
前
述
の
諸
地
方
の
地
理
学
的
、
民
族

学
的
、
考
古
学
的
調
査
を
任
務
と
し
た
、
中
央
・
東
ア
ジ
ア
研

究
国
際
協
会
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
の
設
立
趣
意
書
は
、

一
九
〇
二
年
九
月
八
︵
二
十
一
︶
日
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
か
れ
た

第
十
三
回
国
際
東
洋
学
者
会
議
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
の

目
的
で
多
く
の
国
々
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
よ
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
調
査
領
域
を
分
割
す
る
こ
と
に

合
意
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
会
議
の
直
後

に
組
織
さ
れ
た
Ａ
・
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
探
険
隊
が
、
そ

の
合
意
を
破
っ
た
の
で
す
。

二
十
世
紀
：
増
大
す
る
資
料
の
収
蔵
と
研
究

Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
創
設

　

中
部
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
︵
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
︶
が
一
九

〇
三
年
に
創
設
さ
れ
、
同
年
二
月
二
︵
十
五
︶
日
に
皇
帝
か
ら
そ

の
設
立
趣
意
書
の
承
認
を
得
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
委
員
長
に
ラ

ド
ロ
フ
が
、
副
委
員
長
に
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
就
任
し
ま
し
た
。

そ
の
理
事
会
は
、
Ｖ
・
Ａ
・
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
ー
、
ワ
シ
リ
ー
・

Ｖ
・
バ
ル
ト
リ
ド
、
レ
フ
・
Ｙ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
で
構
成

さ
れ
ま
し
た
。
外
務
省
管
轄
下
の
こ
の
委
員
会
に
は
、
調
査
中

の
地
域
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
探
険
隊
を
発
足
さ
せ
、
ロ
シ
ア

語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
会
報
を
発
行
す
る
権
利
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
任
務
は
、﹁
探
険
対
象
の
諸
国
・
諸
地
域
に
現
存
す

る
遺
跡
の
研
究
を
、
物
質
・
精
神
の
両
側
面
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
な
方
法
で
促
進
す
る
こ
とを
﹂
で
し
た
。

　

当
局
は
、
新
設
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
に
対
し
、
当
初
か
な
り
好

意
的
で
し
た
。
一
九
〇
四
年
一
月
十
六
︵
二
十
九
︶
日
、
ニ
コ
ラ

イ
二
世
は
、﹁
今
年
度
中
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
考
古

学
探
険
の
資
金
と
し
て
、
一
万
二
千
ル
ー
ブ
ル
を
︵
委
員
会
に
︶
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割
り
当
て
る
﹂
よ
う
に
命
じ
、︵
一
九
〇
五
年
以
降
︶
四
年
間
﹁
同

じ
事
業
に
対
し
て
﹂
年
度
ご
と
に
七
千
ル
ー
ブ
ル
を
割
り
当
て

る
権
利
を
外
務
省
に
付
与
し
ま
し
たが
。
し
か
し
な
が
ら
、
翌
年
、

﹁
前
述
の
資
金
の
割
当
は
、
深
刻
な
財
政
難
の
た
め
に
保
留
と
さ

れぎ
﹂、
一
九
〇
八
年
三
月
に
下
院
の
予
算
委
員
会
は
、
中
部
・
東

ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
に
つ
い
て
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の

管
轄
に
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

中
部
・
東
ア
ジ
ア
研
究
ロ
シ
ア
委
員
会
が
直
面
す
る
難
題
の

解
決
に
は
政
府
の
実
質
的
な
支
援
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
そ
の

提
案
は
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
〇
八
年
三
月
十
八
︵
三
十
一
︶

日
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
設
立
趣
意
書
を
起
草
す
る
た
め
の
準
備
特
別

委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
引
き
続
き
外
務
省
の
管
轄

と
す
る
こ
と
が
満
場
一
致
で
票
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に

対
す
る
理
由
と
し
て
、
次
の
内
容
が
下
院
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

一　

中
央
・
東
ア
ジ
ア
研
究
国
際
協
会
を
主
導
す
る
機
関

で
あ
る
ロ
シ
ア
委
員
会
︹
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
︺
は
、
必
要
に
応

じ
て
外
国
政
府
と
接
触
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
点
は
委
員
会
が
外
務
省
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と

で
保
証
さ
れ
る
。

二　

委
員
会
の
学
術
調
査
対
象
と
な
る
地
域
の
大
部
分
は
、

ロ
シ
ア
帝
国
の
国
境
を
越
え
て
い
る
た
め
、
委
員
会

は
諸
外
国
の
ロ
シ
ア
大
使
館
並
び
に
領
事
館
と
直
接

連
絡
で
き
る
関
係
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三　

ロ
シ
ア
領
域
に
お
け
る
外
国
人
の
学
術
活
動
、
ま
た

ア
ジ
ア
諸
国
領
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
学
者
の
学
術

活
動
の
許
可
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
委
員
会
は
専
門
家

に
よ
る
検
討
結
果
を
外
務
省
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
外
務
省
と
の
迅
速
か
つ
密

接
な
連
携
を
要
す
る
。
理
事
会
の
理
事
は
、
外
務
省

の
全
幅
の
信
頼
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

点
は
彼
ら
の
任
命
が
外
務
大
臣
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ

る
と
い
う
現
行
の
取
り
決
め
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。

四　

ロ
シ
ア
委
員
会
が
、
国
際
協
会
の
中
心
組
織
と
し
て
、

そ
の
学
術
的
・
国
際
的
信
用
を
維
持
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
他
の
学
術
団
体
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
いぐ
。　
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Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
が
何
度
も
外
務
省
に
報
告
し
て
き
た
よ
う
に
、
財

政
上
の
諸
問
題
が
探
険
活
動
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大

臣
宛
て
の
手
紙
に
は
こ
う
あ
り
ま
す
。

︵
資
金
削
減
が
︶
委
員
会
︹
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
︺
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
が
著
し
く
遅
れ
、
そ
れ
か
ら
完
全

に
中
断
し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で
す
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
と
い
っ
た
他
国
の
人
間
は
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
早
々

に
恩
恵
を
被
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
我
々
の
︹
探
検
隊
の
︺

足
跡
を
た
ど
っ
て
大
規
模
な
探
険
隊
を
送
っ
て
い
る
の
で

す
。
委
員
会
が
積
極
的
に
遅
滞
な
く
活
動
を
再
開
し
な
け

れ
ば
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
学
者
た
ち

の
長
年
の
研
究
は
、
お
そ
ら
く
完
全
に
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
う
で
し
ょ
うげ
。

帝
室
に
よ
る
財
政
支
援

　

こ
の
時
期
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
小
規
模
な
探

険
を
よ
う
や
く
負
担
で
き
る
だ
け
と
い
う
状
況
で
し
た
。
一
九

〇
三
年
に
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
Ｄ
・
ル
ー
ド
ネ
フ
︵
一
八
七
八
－
一

九
五
八
年
︶
が
、
モ
ン
ゴ
ル
語
方
言
の
研
究
の
た
め
モ
ン
ゴ
ル
東

部
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
〇
五
－
〇
七
年
、
ミ
ハ
イ
ル
・

Ｍ
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
の
探
険
隊
が
ク
チ
ャ
に
赴
き
ま
し
た
。

彼
の
探
険
隊
に
は
、
彼
の
親
類
で
製
図
工
で
あ
り
、
土
木
工
学

の
学
生
で
も
あ
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｍ
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ハ
イ
ル
・
Ｍ
・
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
は
、
ス
バ
シ
、
ド
ゥ
ル

ド
ゥ
ル
・
ア
ク
ル
、
タ
ジ
ッ
ト
、
ク
ム
ト
ラ
、
ク
チ
ャ
、
キ
ジ
ル
、

キ
リ
シ
ュ
を
訪
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
壁
画
の
水
彩
模
写
や
ト
レ
ー

シ
ン
グ
を
行
い
、
多
く
の
実
測
図
を
描
き
、
大
量
の
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
後
に
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
は
彼
の
活
動
を
こ
う
描

写
し
ま
す
。﹁
才
気
あ
ふ
れ
る
写
真
家
。
優
秀
な
地
図
製
作
者
。

訓
練
は
ま
だ
ま
だ
。
ス
ロ
ー
ペ
ー
スご
﹂
と
。

　

一
九
〇
五
－
〇
七
年
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
バ
ド
ザ
ー
ル
・
Ｂ
・
バ

ラ
デ
ィ
ン
の
ラ
ブ
ラ
ン
へ
の
旅
行
の
準
備
と
編
成
に
積
極
的
に

加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
旅
行
は
価
値
あ
る
研
究
材
料
を
い
く
つ

か
も
た
ら
し
、﹁
綿
密
に
か
つ
見
事
に
選
択
さ
れ
た
ア
ム
ド
開
版

の
チ
ベ
ッ
ト
語
木
版
印
刷
物ざ
﹂
に
よ
り
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
チ
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ベ
ッ
ト
語
文
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
へ
大
規
模
な
考
古
学
探
険
隊
を

送
り
出
す
た
め
、
長
い
間
苦
労
し
て
資
金
を
獲
得
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
地
域
の
地
理
的
・
自
然
科
学
的
調
査
は
、
ロ
シ
ア

地
理
学
協
会
が
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
〇

六
－
〇
七
年
、
カ
ー
ル
・
Ｇ
・
マ
ン
ネ
ル
ハ
イ
ム
︵
一
八
六
七
－

一
九
五
一
年
︶
は
、
勅
命
に
よ
り
﹁
内
密
に
﹂
中
国
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。
彼
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
特
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
と

ト
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
古
代
遺
跡
を
調
査
し
、
記
録
し
、
撮
影
し
、

い
く
つ
か
の
遺
跡
の
実
測
図
を
描
き
ま
し
たじ
。
コ
ズ
ロ
フ
が
率

い
た
探
険
で
は
、
一
九
〇
七
－
〇
九
年
に
、
ゴ
ビ
砂
漠
の
カ
ラ

ホ
ト
で
、
タ
ン
グ
ー
ト
族
の
死
せ
る
町
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、

タ
ン
グ
ー
ト
美
術
固
有
の
遺
物
や
文
書
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
へ
送
ら
れ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
効
率
の
よ
い
結
果
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

一
九
〇
八
年
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
帝
室
が
そ
の
活
動
に
注
目
し

て
く
れ
る
よ
う
に
、
大
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
セ
ル
ス
キ
ー
宮
殿
で
、

皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
と
え
り
抜
き
の
客
を
対
象
に
﹁
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
古
代
遺
物
展
﹂
を
開
催
し
よ
う
と
、

No Image

ゴビ砂漠にそびえるカラホト（黒水城）遺跡の城壁と仏塔。11世紀から西夏王国の主要都市として
栄え、城壁は高さが９メートル以上あった。コズロフの探険隊がここで収集した数千点におよぶ絵画
や古文書は、サンクトペテルブルクのエルミタージュ美術館などへ送られた
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宮
内
大
臣
に
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。
展
示
物
に
は
、
ベ
レ
ゾ
フ

ス
キ
ー
の
ク
チ
ャ
探
険
と
サ
ム
イ
ル
・
Ｍ
・
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
︵
一

八
六
三
－
一
九
二
九
年
︶
の
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険
で
発
見
さ
れ

た
品
々
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
展
覧
会
は
、
一
九
〇
八
年
十

一
月
三
十
日
︵
十
二
月
十
三
日
︶
の
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
一
日
だ
け
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
招
待
客
の
な
か
に
は
、
ラ

ド
ロ
フ
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
、
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
、
ド
ゥ
ー
デ
ィ

ン
も
い
ま
し
た
。
皇
帝
は
展
覧
会
を
巡
り
終
え
る
と
、﹁
ロ
シ
ア

委
員
会
に
対
す
る
特
別
支
援
に
快
く
同
意ず﹂
し
ま
し
た
。

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
考
古
学
的
手
法

　

展
覧
会
の
お
か
げ
で
、
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の

探
険
隊
を
組
織
す
る
た
め
の
政
府
助
成
金
を
獲
得
し
ま
し
た
。

探
険
隊
は
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
率
い
ま
し
た
。
彼
が
行
っ
た

ト
ル
フ
ァ
ン
へ
の
旅
行
︵
一
九
〇
九
－
一
〇
年
︶
と
敦
煌
へ
の
旅

行
︵
一
九
一
四
－
一
五
年
︶
は
、
ロ
シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険

と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
諸
探
険
に
関
す
る
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
九
〇
九
－
一
〇
年
の
ト

ル
フ
ァ
ン
探
険
を
予
備
調
査
と
し
て
実
施
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
探
険
隊
の
活
動
の
足
跡
を

知
っ
た
と
き
、
彼
は
深
く
失
望
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

件
に
つ
い
て
、
Ｔ
・
Ｉ
・
シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
︵
一
八
六
六
－
一

九
四
二
年
︶
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
Ｓ
・
Ｆ
︵
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
︶
率
い
る
探
険

隊
が
出
発
し
た
時
、
そ
の
地
域
は
他
の
多
く
の
探
険
隊
が

す
で
に
探
訪
し
て
お
り
、
考
古
学
的
に
言
え
ば
、
文
字
通

り
略
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
跡
を
追
う
か
た

ち
で
到
着
し
た
ロ
シ
ア
探
険
隊
は
、︹
到
着
し
た
と
い
う
︺
事

実
を
作
っ
た
だ
け
で
、
事
実
上
、
手
ぶ
ら
で
帰
国
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
に
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
中
国
領
ト
ル

セルゲイ・Ｆ・オルデンブルク

No Image
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キ
ス
タ
ン
で
の
発
見
物
を
展
示
す
る
壮
大
で
豪
華
な
博
物

館
が
開
館
し
た
。
そ
こ
は
市
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
に
な
り
、

学
者
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
るぜ
。

　

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
第
一
次
ロ
シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険

隊
は
、
主
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
北
部
の
オ
ア
シ
ス
、
す
な
わ
ち

カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
、
ト
ル
フ
ァ
ン
、
ク
チ
ャ
で
重
点
的
に
活
動
し

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
お
よ
そ
十
二
の
仏
教
寺
院
・

石
窟
寺
院
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
の
考
古
学

的
研
究
手
法
は
、
主
に
、
正
確
に
撮
影
さ
れ
た
鮮
明
な
写
真
と

精
緻
に
描
か
れ
た
実
測
図
に
依
拠
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た

め
に
彼
は
、
一
流
の
美
術
写
真
家
と
地
形
技
師
を
わ
ざ
わ
ざ
雇

っ
て
い
た
の
で
す
。
芸
術
家
で
写
真
家
の
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ン
と
、

鉱
山
技
師
の
ド
ミ
ト
リ
ー
・
Ａ
・
ス
ミ
ル
ノ
フ
は
、
オ
ル
デ
ン

ブ
ル
ク
の
最
初
の
探
険
隊
の
隊
員
で
し
た
。
第
一
次
ロ
シ
ア
・

ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険
に
つ
い
て
は
、
短
報
だ
け
が
出
版
さ
れ
ま

し
たぞ
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
探
険
の
間
に
収
集
し
た
資
料
は
、

現
在
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
東
洋
古
文
書
研
究
所
、
国

立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
、
ロ
シ
ア
民
族
学
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
、
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
文
書
館
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
、
東
洋
古
文

書
研
究
所
内
の
東
洋
学
者
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ロ

シ
ア
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険
の
膨
大
な
保
存
記
録
は
、
と
り
わ

け
注
目
に
値
し
ま
す
。

内
戦
中
に
初
の
「
仏
教
展
覧
会
」

　

一
九
〇
九
－
一
一
年
と
一
九
一
三
－
一
四
年
、
セ
ル
ゲ
イ
・

Ｅ
・
マ
ー
ロ
フ
︵
一
八
八
〇
－
一
九
五
七
年
︶
は
、
現
地
の
テ
ュ
ル

ク
系
民
族
、
す
な
わ
ち
ウ
イ
グ
ル
族
、
黄
頭
ウ
イ
グ
ル
族
、
ロ

プ
ノ
ー
ル
住
人
、
サ
ラ
ー
ル
族
の
言
語
と
日
常
生
活
を
研
究
す

る
た
め
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
中
国
中
央
部
へ
旅
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
言
語
が
は
じ
め
て
学
術
的
に
概

説
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
は
な
い
ウ
イ
グ
ル
語
の
﹃
金
光
明
経
﹄

︵Altun Yaruq

︶
写
本
を
発
見
し
た
こ
と
が
、
マ
ー
ロ
フ
の
最
初
の

探
険
の
主
要
な
業
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

仏
教
美
術
品
は
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

仏
教
展
覧
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
内
戦
最
中
の
一

九
一
九
年
八
月
二
十
四
日
に
ロ
シ
ア
博
物
館
の
数
部
屋
で
オ
ー



166

プ
ン
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
将
来
さ
れ
た
品
々

を
陳
列
す
る
こ
と
で
、
仏
教
美
術
様
式
の
多
様
性
を
ロ
シ
ア
の

人
々
に
紹
介
す
る
こ
と
が
展
覧
会
の
目
的
で
し
た
。
展
示
品
に

は
、
敦
煌
石
窟
の
壁
画
の
ト
レ
ー
ス
画
と
写
真
、
カ
ラ
ホ
ト
の

タ
ン
グ
ー
ト
族
の
町
か
ら
出
土
し
た
彫
像
や
絵
画
と
と
も
に
、

イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
日
本
、
ジ
ャ
ワ
、
イ
ン
ド

シ
ナ
か
ら
将
来
し
た
仏
教
の
装
飾
美
術
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
展
示
は
、
表
現
さ
れ
た
ブ
ッ
ダ
像
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
多
様

な
文
化
に
よ
る
解
釈
が
中
心
テ
ー
マ
で
し
た
。
保
存
状
態
が
よ

く
、
修
復
の
必
要
の
な
い
仏
教
美
術
遺
品
数
点
だ
け
が
出
展
さ

れ
、
壁
画
︹
の
模
写
︺
や
写
本
、
民
族
学
的
収
集
品
は
展
示
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
展
覧
会
に
併
せ
て
、
最
も
著
名
な
学
者
に
よ

る
、
仏
教
の
歴
史
と
現
状
に
関
す
る
公
開
講
演
が
毎
週
行
わ
れ

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
に
よ
る
﹁
ブ
ッ
ダ
﹂、

シ
チ
ェ
ル
バ
ツ
キ
ー
に
よ
る
﹁
ブ
ッ
ダ
の
教
え
と
信
徒
共
同
体
﹂、

Ｂ
・
Ｙ
・
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ
ォ
フ
に
よ
る
﹁
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ

ル
に
お
け
る
仏
教
﹂、
Ｏ
・
Ｏ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
に
よ
る
﹁
日

本
に
お
け
る
仏
教
的
世
界
観だ﹂
で
す
。

ソ
ビ
エ
ト
時
代

　

中
央
ア
ジ
ア
の
研
究
は
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
二
三
－
二
六
年
、
コ
ズ
ロ
フ
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
・
チ

ベ
ッ
ト
探
険
隊
は
、
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
古
墳
群
の
発
掘
に
成
功
し

ま
し
た
。
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
Ａ
・
オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
︵
一
八
六
三
－

一
九
五
六
年
︶
は
、
シ
ベ
リ
ア
と
中
央
・
中
部
ア
ジ
ア
の
地
理
学

と
地
質
学
の
研
究
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。
彼
は
、
た
く
さ

ん
の
大
衆
向
け
科
学
書
や
読
者
を
惹
き
つ
け
る
Ｓ
Ｆ
小
説
の
中

で
自
身
の
体
験
を
書
き
表
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
人
学
者
は
、
中
央
・
中
部
ア
ジ
ア
の
広
域
に
お
い
て
、

大
規
模
調
査
を
通
じ
て
学
術
界
に
最
も
意
義
あ
る
貢
献
を
し
て

き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
な
お
有
効
で
す
。
ロ
シ
ア
探
険
隊

に
よ
っ
て
学
術
資
料
が
大
き
く
増
加
し
、
歴
史
学
、
考
古
学
、

言
語
学
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
に
対
し
て
新
た
な
参
照
材
料
が

提
供
さ
れ
た
の
で
す
。

︹　

︺
は
邦
訳
に
際
し
て
の
補
注
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 Zapadnom
 kraye K

itayskoy im
perii. 

In: Sobraniye sochineniy. Vol. 2. A
lm

a-A
ta, 1962, p. 112.

［﹁
中
華
帝
国
の
西
域
に
つ
い
て
﹂﹃
著
作
集
﹄］

︵
13
︶ [C

.] R
itter. Zem

levedeniye. Vostochnyi ili K
itayskiy Turkestan 

[Translated by V.V. G
rigoryev, w

ith critical com
m

entaries 
and added inform

ation from
 the sources published over the 

past thirty-five years]. Part 1. St. Petersburg, 1869;  p art 2, 
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St. Petersburg, 1873.

［﹃
地
理
学
：
東
︵
中
国
領
︶
ト
ル
キ
ス

タ
ン
﹄］

︵
14
︶ E B

retschneider. N
otices of the M

edieval G
eography and 

H
istory of C

entral and W
estern A

sia. SPb, 1876; E
. 

Bretschneider M
edieval Researches from

 Eastern Asiatic 
Sources. F

ragm
ents tow

ards the K
now

ledge of the 
G

eography and H
istory of C

entral and W
estern Asia from

 
the 13

th to the 17
th C

entury.  2 vols..SPb, 1888.

︵
15
︶ [A

.N
. K

uropatkin]. O
cherki K

ashgarii generalnogo shtaba 
podpolkovnika A. K

uropatkina [Essays on K
ashgaria by 

Lieutenant C
olonel A

.N
. St. Petersburg, 1878.

［﹃
カ
シ
ュ
ガ

ル
論
集
﹄］

︵
16
︶ O

tchet o poyezdke v K
ashgar i yuzhnuyu K

ashgariyu v 1885 
godu starshego chinovnika osobykh porucheniy pri 
voyennom

 gubernatore Ferganskoy oblasti poruchika B
.L. 

G
ronbchevsky (G

rom
bchevsky). N

ot for publication. 
C

lassified. Fergan a, s.a.

［﹁
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
地
方
軍
政
の
特
別

高
官
・
グ
ラ
ブ
チ
ェ
ウ
ス
キ
中
尉
の
一
八
八
五
年
カ
シ
ュ
ガ
ル

及
び
南
部
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
旅
行
報
告
﹂
未
発
表
、
極
秘
文
書
、

フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
、
日
付
の
記
載
な
し
］

︵
17
︶ N

.L. Luzhetskaya. M
aterialy k istorii razgranicheniya na 

Pam
ire v A

rkhive votokovedov SPbF IV
 R

A
N

 (fond A
.Ye. 

Snesareva): O
tchet G

eneralnogo Shtaba kapitana 
Vannovskogo po rekognostsirovke v Rushane (1893). 2005. 
N

o. 2 (3), p. 135.

［﹁
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
東
洋
学
古
文
書
室
の
パ
ミ
ー
ル

の
概
要
に
関
す
る
諸
資
料
︵
Ａ
・
Ｅ
・
ス
ネ
サ
レ
フ
資
料
群
︶：

参
謀
本
部
の
ワ
ノ
フ
ス
キ
ー
大
尉
の
ル
シ
ャ
ン
踏
査
︵
一
八
九

三
年
︶
に
関
す
る
報
告
﹂﹃
東
洋
の
文
書
記
録
﹄］

︵
18
︶ N

.M
. Przhevalsky. C

hetvertoye puteshestviye v Tsentralnuyu 
Aziyu. O

t K
yakhty na istoki Zheltoy reki. Issledovabiye 

Severnoy okrainy Tibeta i put’ cherez Lop N
or po basseynu 

Tarim
a. St. Petersburg, 1888 , p. 64.

［﹃
第
四
次
中
央
ア
ジ
ア

旅
行　

キ
ャ
フ
タ
か
ら
黄
河
源
流
へ　

チ
ベ
ッ
ト
北
部
辺
境
の

調
査
と
タ
リ
ム
盆
地
に
沿
っ
た
ロ
プ
ノ
ー
ル
旅
行
﹄］

︵
19
︶Ibid., p. 356.

︵
20
︶ A

. R
egel. Reisen in C

entral-Asien. 1876-1879. M
it. B

d. 25. 
Pet., 1879; M

it. B
d. 26. Pet., 1880; A

. R
egel. M

eine Expedi-
tion nach Turfan, 1879. M

it. B
d. 27. Pet., 1881.

︵
21
︶ A

.E. R
egel. Puteshestiye v Turfan. C

hitano v O
tdelenii 

m
atem

aticheskoy i fizicheskoy geografii Im
p. R

G
O

 10 m
arta 

1881 g. Izvestiya  IRG
O

 za 1881 g. 1881. Vol. 17. Issue 4, 
p.16.

［﹁
ト
ル
フ
ァ
ン
旅
行
：
一
八
八
一
年
三
月
十
日
帝
立
ロ

シ
ア
地
理
学
協
会
、
数
理
・
自
然
地
理
学
部
門
に
お
け
る
発
表
﹂

﹃
帝
立
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
会
報
﹄︵
印
刷
︶］

︵
22
︶ S.F. O

ldenburg. R
usskiye arkheologicheskiye issledovaniya 

v Vostochnom
 Turkestane. In: K

azanskiy m
uzeynyi vestnik. 

1921. N
o. 1-2, p. 25.

［﹁
ロ
シ
ア
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
考
古
学

的
調
査
﹂﹃
カ
ザ
ン
博
物
館
紀
要
﹄］

︵
23
︶ I.P. M

inayev. Z
abytyi put’ v K

itay: R
eview

 on N
.M

. 
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Przhevalsky’s The Fourth Journey to C
entral Asia. From

 
K

yakhta to the Sourse of the Yellow
 River. Investigation of 

the N
orthern O

utskirts of Tibet and the Trip across Lop N
or 

along the Tarim
 Basin. St. Petersburg, 1888. In: Zhurnal 

M
inistersva N

arodnogo Prosvescheniya(ZM
N

P). Part 264. 
1889.  N

o. 7. Section 2, p. 177.

［﹁
中
国
へ
の
忘
れ
去
ら
れ
た

道
：
Ｎ
・
Ｍ
・
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
著
﹃
第
四
次
中
央
ア
ジ

ア
旅
行　

キ
ャ
フ
タ
か
ら
黄
河
源
流
へ　

チ
ベ
ッ
ト
北
部
辺
境

の
調
査
及
び
タ
リ
ム
盆
地
に
沿
っ
た
ロ
プ
ノ
ー
ル
旅
行
﹄︵
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
一
八
八
八
年
︶
の
書
評
﹂﹃
人
民
教

育
省
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄］

︵
24
︶Ibid., p. 189.

︵
25
︶ S.F. O

ldenburg. Issledovaniye pam
yatnikov starinnykh 

kultur K
itaiskogo Turkestana. In: ZM

N
P. Part 353. 1904, 

N
o. 6. Section 2, p. 384.

［﹁
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る

古
代
文
化
の
遺
跡
に
関
す
る
研
究
﹂﹃
人
民
教
育
省
ジ
ャ
ー
ナ

ル
﹄］

︵
26
︶ [N

. Zeland]. K
ashgaria i perevaly Tian-shanya. Putevye 

zapiski N
. Zelanda .  In: Zapiski zapadno-sibirskogo otdela 

Im
peratorskogo Ruskogo G

eograpficheskogo O
bshchestva. 

Part. 9. O
m

sk, 1887.

［﹁
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
と
天
山
山
脈
の
道
：

Ｎ
・
ゼ
ラ
ン
ド
の
旅
行
記
﹂﹃
帝
立
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
西
シ

ベ
リ
ア
部
門
会
報
﹄］

︵
27
︶ 

こ
れ
は
一
八
四
〇
年
代
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、
一
八
九
五
年
ま
で

出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。V.P. Vasilyev. G

eografiya Tibeta. 

St.Petersburg, 1895.

［M
inchul K

hutuktu

に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト

語
著
作
﹃
チ
ベ
ッ
ト
の
地
理
学
﹄
か
ら
の
翻
訳
］

︵
28
︶ M

.V. Pevtsov. Puteshestviye po Vostochnom
u Turkestanu, 

K
un-Luniu, severnoy okraine Tibetskogo N

agorya i 
D

zhungarii v 1889 i 1890 gg. St. Petersburg., 1895, pp. 10-
11.

［﹃
一
八
八
九
年
と
一
八
九
〇
年
に
お
け
る
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
、
崑
崙
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
北
端
、
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
へ
の
旅
行
﹄］

︵
29
︶Ibid., p. 88.

︵
30
︶Ibid., pp. 106-107, 120-121, 225, 255, 336-337.

︵
31
︶ G

.G
. G

rum
m

-G
rzhim

aylo. Vdol’ yuzhnogo Tian-Shanya. 
Vol. 1. St. Petersburg, 1896? pp. 273, 294-296, 323.

［﹃
天
山

山
脈
南
麓
に
沿
っ
て
﹄］

︵
32
︶ G

.Ts. Tsybikov. Buddist-palom
nik u svyatyn’ Tibeta. Po 

dnevnikam
, vedennym

 v 1899-1902 gg.. Petrograd, 1919.

［﹃
仏
教
徒
の
チ
ベ
ッ
ト
聖
地
巡
礼　

一
八
九
九
－
一
九
〇
二
年

作
成
の
記
録
﹄］

︵
33
︶ Trudy ekspeditsii Im

peratorskogo Russkogo G
eograficheskgo 

obshchestva po Tsentralnoy Azii. Part 1. O
tchet nachalnika 

ekspeditsii V.I. Roborovskogo. St. Petersburg, 1900, p. 6.

［﹃
帝
立
ロ
シ
ア
地
理
学
協
会
の
探
険
隊
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
の

記
録　

一
部
：
ロ
ボ
ロ
フ
ス
キ
ー
探
険
隊
の
報
告
﹄］

︵
34
︶ S.F. O

ldenburg. Issledovaniye pam
yatnikov starinnykh 

kultur K
itaiskogo Turkestana. In: ZM

N
P. Part 353. 1904. 

N
o. 6. Section 2, p. 373.

［﹁
中
国
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る

古
代
文
化
の
遺
跡
に
関
す
る
研
究
﹂﹃
人
民
教
育
省
ジ
ャ
ー
ナ
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ル
﹄］

︵
35
︶PB

A
 R

A
S. F. 208, inventory 3, unit 480, ff. 1, 4, 5-5 v.

︵
36
︶ Q

uoted from
: N

.A
. Petrov. N

auchnye svyazi m
ezhdu 

vostokovedam
i i puteshestvennikam

i-geografam
i v kontse 

X
IX

 i nachale X
X

. In: Strany i narody Vostoka. Issue 1. 
M

oscow
, 1959, p. 260.

［︵
引
用
︶﹁
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十

世
紀
前
半
に
お
け
る
東
洋
学
者
と
旅
行
家
・
地
理
学
者
と
の
学

術
交
流
﹂﹃
東
方
に
お
け
る
国
と
人
﹄］

︵
37
︶ S.F. O

ldenburg. Ekspeditsiya D
.A

. K
lem

entza v Turfan v 
1898 godu. (printed im

pression from
 vol. 45 of Izvestiya 

Vostochno-Sibirskogo otdela Im
peratorskogo Russkogo 

G
eograficheskogo obshchestva. Irku tsk, 1917, pp. 1-2.

［﹁
一

八
九
八
年
の
ク
レ
メ
ン
ツ
の
ト
ル
フ
ァ
ン
探
険
﹂﹃
帝
立
ロ
シ

ア
地
理
学
協
会
東
シ
ベ
リ
ア
部
門
会
報
﹄］

︵
38
︶ A

O
 IO

M
 R

A
S. F. 28, inventory 1, units 121-137.

［
ロ
シ
ア

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
文
書
研
究
所
東
洋
学
古
文
書
室
］

︵
39
︶ N

achrichten űber die von der K
aiserlichen Akadem

ie der 
W

issenschaften zu S. Petersburg im
 Jahre 1898 ausgerűstete 

Expedition nach Turfan. H
. 1. St. Peterburg, 1899.

︵
40
︶ N

.I. Veselovsky, D
.A

. K
lem

entz, S.F. O
ldenburg. Zapiska o 

snaryazhenii ekspeditsii s arkheologicheskoy tselyu v 
basseyn Tarim

a. In: Zapiski Vostochnogo O
tdeleniya (Im

p.) 
Russkogo Arkheologicheskogo O

bshchestva. Vol. 13 (1900). 
Issue 1. St. Petersburg, 1901, p. X

V
II.

［﹁
考
古
学
的
目
的
に

よ
る
タ
リ
ム
盆
地
へ
の
探
険
隊
を
組
織
す
る
た
め
の
覚
書
﹂﹃
帝

立
ロ
シ
ア
考
古
学
協
会
東
洋
考
古
学
部
門
会
報
﹄X

III

巻
︵
一

九
〇
一
年
︶］

︵
41
︶Ibid., p. X

I. 

同

︵
42
︶Ibid., p. X

I.

︵
43
︶Ibid., p. X

V
II.

︵
44
︶ C

f.: D
okladnaya zapiska m

inistra finansov S.Yu. W
itte 

N
ikolayu V

torom
y o nevozm

ozhnosti finansirovaniys 
arkheologischeskoy ekspeditsii v Vostochnyi Turkestan ot 20 
Iyunya 1900 g. (PB

A
 R

A
S. F. 148, inventory 1, unit 4.) ［︵

参

照
︶﹁
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
考
古
学
探
険
隊
を
支
援
す
る
不
可
能

性
に
つ
い
て
の
財
務
大
臣
Ｓ
・
Ｙ
・
ウ
ィ
ッ
テ
か
ら
ニ
コ
ラ
イ

二
世
へ
の
特
別
報
告
︵
一
九
〇
〇
年
六
月
二
十
日
︶﹂

︵
45
︶ S.F. O

ldenburg. R
usskiy kom

itet dlia izucheniya Sredney i 
Vostochnoy A

ziii. In:// ZM
N

P. 1903. Part 349. N
o. 9. Section 

IV, p. 45.

［﹁
ロ
シ
ア
中
部
・
東
ア
ジ
ア
踏
査
委
員
会
﹂﹃
人
民

教
育
省
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄］

︵
46
︶PB

A
 R

A
S. F. 148, inventory 1, unit 49, f. 46.

︵
47
︶PB

A
 R

A
S. F. 148, inventory 1, unit 49, f. 51.

︵
48
︶PB

A
 R

A
S. F. 148. inventory 1, unit 49, ff. 27-27 v.

︵
49
︶PB

A
 R

A
S. F. 148. inventory 1, unit 49, ff. 51-51 v.

︵
50
︶PB

A
 R

A
S. F. 208. inventory 1, unit 188, f. 37.

︵
51
︶ A

.I. Vostrikov. S.F. O
ldenburg i izucheniye Tibeta // Zapiski 

Instituta vostokovedeniya AN
 SSSR

. Issue 4. M
oscow

-
Leningrad, 1935, p. 76.

［﹁
Ｓ
・
Ｆ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
と
チ

ベ
ッ
ト
研
究
﹂﹃
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
記
録
﹄］
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︵
52
︶ Vostochnyi Tukestan v drevnosti i rannem

 srednevekovye. 
O

cherki istorii. Ed. by S.L. Tikhvinsky and B
.A

. Litvinsky. 
M

oscow
, 1988, p. 37.

［﹃
古
代
と
中
世
初
期
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
：
史
学
論
集
﹄］

︵
53
︶PB

A
 R

A
S. F. 148. inventory 1, unit 49, ff. 103-107.

︵
54
︶ F.I. Stcherbatsky. S.F. O

ldenburg kak indianist. In: Zapiski 
Instituta vostokovedeniya AN

 SSSR
. Issue 4. M

oscow
-

Leningrad, 1935, p. 26.
［﹁
イ
ン
ド
学
者
と
し
て
の
Ｓ
・
Ｆ
・

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
﹂﹃
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所

記
録
﹄］

︵
55
︶ S.F. O

ldenburg. Russkaya Turkestanskaya ekspeditsiya 1909 
goda. K

ratkiy predvaritelnyi otchet. St. Petersburg, 1914.

［﹃
一
九
〇
九
年
ロ
シ
ア
・
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
探
険
：
短
報
﹄］

︵
56
︶PB

A
 R

A
S. F. 208. inventory 1, unit 233, f. 1a.

Irina Fedorovna Popova

／
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

古
文
書
研
究
所
所
長
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
立
総
合

大
学
東
洋
学
部
准
教
授
。
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学

研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）

支
部
博
士
課
程
修
了
後
、
同
研
究
員
、
学
術
担
当
主
事
を
歴

任
。
博
士
（
歴
史
）。
中
世
中
国
と
く
に
唐
代
の
政
治
思
想

や
行
政
シ
ス
テ
ム
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
東
洋
学
研
究

所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
が
所
蔵
す
る
中
国
の
拓
本

や
敦
煌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
作
成
も
担
う
。


